
著
者
は
日
本
大
学
経
済
学
部
在
学
中
、
海
軍
予
備
学
生
か
ら
飛
行
科

士
官
と
な
り
、
敗
戦
後
母
校
に
復
学
し
、
近
世
史
専
攻
。
現
在
近
世
史

史
料
研
究
所
代
表
。

す
で
に
共
著
と
し
て
『
海
軍
」
全
十
五
巻
、
「
日
本
医
学
の
夜
明
け
」

「
海
軍
飛
行
予
科
練
習
生
」
全
二
巻
、
『
海
軍
軍
楽
隊
』
『
海
軍
特
別
年

少
兵
」
そ
れ
に
「
海
軍
医
務
・
衛
生
史
』
全
四
巻
（
昭
和
六
十
一
年
・
柳

原
書
店
刊
）
と
い
う
業
績
が
あ
る
。

こ
の
著
作
の
目
的
は
「
人
を
醤
し
國
を
醤
し
、
人
々
を
正
し
く
導
い

た
先
賢
医
人
の
足
跡
」
を
世
に
残
す
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
気
迫
あ
る

医
学
史
書
。

上
巻
は
通
史
編
、
下
巻
は
資
料
編
か
ら
な
り
、
七
百
ペ
ー
ジ
余
。
通

史
編
第
一
章
西
洋
医
術
伝
来
以
前
は
①
夜
明
け
前
の
日
本
の
医
療
②
大

陸
医
方
受
容
の
時
代
③
専
門
医
家
の
登
場
④
李
朱
医
術
の
普
及
と
医
学

教
育
、
第
二
章
西
洋
医
術
伝
来
の
時
代
①
南
蛮
流
外
科
伝
来
の
時
代
②

紅
毛
流
外
科
伝
来
の
時
代
ま
で
は
五
十
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

大
切
に
す
る
の
で
あ
る
。
」
と
結
ん
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

最
後
の
こ
と
ば
は
人
類
、
自
然
、
地
球
を
大
切
に
す
る
の
で
あ
る
と

私
は
勝
手
に
拡
大
解
釈
し
た
。

（
永
野
貞
子
）

〔
東
京
大
学
出
版
会
・
東
京
都
文
京
区
本
郷
七
’
三
ｌ
一
東
大
構
内
、
電
話

○
三
’
三
八
二
’
八
八
一
四
、
Ａ
五
判
一
九
八
頁
、
二
二
六
六
円
〕

小
池
猪
一
著
『
図
説
・
日
本
の
〃
医
″
の
歴
史
』

が
「
紅
夷
外
科
宗
伝
」
の
成
立
に
つ
い
て
、
パ
レ
の
『
外
科
全
集
」
の

シ
ッ
ペ
ル
版
及
び
シ
ュ
ル
テ
ル
の
『
外
科
の
兵
器
庫
」
か
ら
の
引
用
な

ど
の
最
新
の
研
究
知
見
も
参
考
に
し
て
ほ
し
か
っ
た
。
従
来
の
定
説
は

覆
え
っ
て
い
る
。

第
三
章
東
洋
医
術
の
勃
興
は
江
戸
初
期
の
漢
方
医
学
の
概
略
に
つ
い

て
六
項
目
に
わ
た
り
言
及
し
、
第
四
章
実
証
医
術
勃
興
の
時
代
は
①
医

術
か
ら
医
学
へ
の
移
行
時
代
②
古
医
方
派
の
興
隆
③
脈
分
け
事
始
め
④

藺
学
事
始
め
と
解
体
新
書
⑤
近
代
産
科
の
発
祥
⑥
江
戸
時
代
中
期
の
医

事
。
第
五
章
は
藺
学
隆
盛
の
時
代
で
は
江
戸
派
、
上
方
派
蘭
学
漢
藺
折

衷
派
の
華
岡
青
洲
一
門
の
紹
介
。
つ
い
で
シ
ー
ボ
ル
ト
在
日
六
年
間
と

そ
の
影
響
に
つ
い
て
先
人
の
業
績
を
要
領
よ
く
ま
と
め
て
あ
る
。
第
六

章
幕
末
・
維
新
の
医
事
で
は
後
期
蘭
方
医
学
の
影
響
下
の
各
科
の
近
代

化
へ
の
動
向
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
二
宮
彦
可
の
没
年
が
不
詳
と
な

っ
て
い
る
が
文
政
十
年
十
月
十
一
日
に
没
し
て
る
こ
と
は
、
す
で
に
三

十
七
年
前
に
評
者
が
報
告
し
て
あ
る
朝
川
善
庵
撰
の
二
宮
彦
可
墓
碑
銘

を
参
考
に
し
て
ほ
し
か
っ
た
。
⑤
戊
辰
戦
争
と
軍
陣
医
療
で
は
最
近
発

見
の
資
料
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
⑥
明
治
・
医
事
制
度
の
転
換
、
つ
い

で
第
七
章
日
本
の
医
学
自
立
時
代
へ
の
記
述
は
著
者
の
力
の
入
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
特
有
の
視
点
か
ら
の
考
察
が
見
ら
れ
る
。

第
八
章
医
科
器
械
の
歴
史
第
九
章
歯
科
の
歴
史
第
十
章
く
す
り
の
歴

史
と
つ
づ
く
が
、
読
者
層
を
、
専
門
研
究
者
が
対
象
な
の
か
、
一
般
向

け
な
の
か
そ
の
焦
点
の
ず
れ
と
、
記
述
構
成
が
多
面
に
わ
た
り
過
ぎ
た

き
ら
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
通
史
の
各
章
に
わ
た
っ
て
収
載
さ
れ
て
あ

る
挿
図
・
写
真
は
著
者
が
全
国
各
地
を
廻
り
、
自
か
ら
調
査
撮
影
さ
れ
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た
も
の
が
多
い
。
現
代
に
お
い
て
所
在
の
確
認
が
で
き
た
こ
と
と
そ
の

努
力
は
脱
帽
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

通
史
の
各
章
、
各
項
に
引
用
さ
れ
た
文
献
、
論
文
を
詳
細
に
そ
の
章

ま
た
は
項
末
に
付
し
た
な
ら
ば
、
本
書
の
学
術
書
と
し
て
の
価
値
は
、

な
お
一
層
そ
の
重
み
を
増
し
た
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

し
か
し
、
「
図
説
」
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
た
こ
と
も
あ
り
、
通
史
が

医
史
学
の
学
術
書
と
啓
蒙
言
の
中
間
的
な
も
の
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
宿
命
的
な
条
件
か
ら
、
著
者
の
意
を
十
二
分
に
満
た

す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

下
巻
の
資
料
編
は
著
者
の
精
力
的
な
実
地
調
査
の
旅
日
記
で
あ
り
、

足
あ
と
そ
の
も
の
で
あ
る
・
著
者
の
前
歴
の
海
軍
士
官
流
に
言
え
ば
「
航

跡
」
で
あ
る
。
「
全
国
医
事
史
跡
探
訪
」
の
分
類
が
面
白
い
。

①
肺
分
け
の
史
跡
九
、
②
種
痘
の
史
跡
八
、
③
医
療
施
設
の
史
跡
十

四
、
④
医
学
教
育
の
史
跡
十
六
、
⑤
歯
科
の
史
跡
三
、
⑥
薬
事
の
史
跡

八
、
⑦
今
に
遣
る
医
事
史
跡
十
五
「
先
賢
医
人
史
跡
探
訪
」
も
ま
た
ユ

ニ
ー
ク
の
分
類
で
①
江
戸
時
代
以
前
の
先
賢
医
人
史
跡
二
、
②
江
戸
時

代
初
期
先
賢
医
跡
九
、
③
江
戸
時
代
中
期
の
先
賢
医
人
史
蹟
十
七
、
④

江
戸
時
代
後
期
の
先
賢
医
人
史
跡
二
十
三
、
⑤
明
治
時
代
の
先
賢
医
人

史
跡
二
十
四
、
⑥
来
日
外
国
医
人
の
史
跡
十
七
。
普
通
は
府
県
別
に
な

る
も
の
を
時
代
区
分
に
よ
っ
て
史
跡
を
分
類
し
て
あ
り
、
縦
の
流
れ
で

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
が
面
白
い
。

「
全
国
医
事
博
物
館
総
覧
」
は
①
医
の
博
物
館
三
十
一
、
②
歯
の
博
物

館
四
、
③
薬
の
博
物
館
八
。
実
に
よ
く
歩
き
、
そ
の
各
項
ご
と
に
要
領

よ
く
ま
と
め
て
あ
る
。

先
賢
医
人
史
跡
の
探
訪
に
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
案
内
書
の
役
割
り
を

は
た
し
て
い
る
が
、
墓
碑
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
在
の
よ
り
詳
細
な
位

置
（
市
町
村
名
、
町
名
、
番
地
）
墓
域
名
と
墓
地
整
理
番
号
、
墓
地
内
で

の
略
地
図
。
探
訪
へ
の
道
順
な
ど
が
併
記
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
と
惜
し

ま
れ
る
。
そ
れ
に
、
欲
を
言
え
ば
、
墓
碑
銘
の
あ
る
も
の
は
原
文
の
ま

ま
の
碑
銘
が
記
録
さ
れ
て
あ
っ
た
な
ら
ば
、
医
史
学
上
の
資
料
的
価
値

が
よ
り
重
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
に
ち
が
い
な
い
・

記
載
の
誤
り
、
誤
植
は
著
作
と
し
て
さ
け
が
た
い
の
で
あ
る
が
、
評

者
に
関
係
し
た
も
の
を
挙
げ
る
と
、
一
五
○
頁
の
「
パ
ー
ム
は
、
セ
イ

ロ
ン
島
で
オ
ラ
ン
ダ
人
牧
師
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
」
と
あ
る
が
、
イ

ギ
リ
ス
人
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
）
な
の
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
全
く

一
人
の
足
で
書
い
た
、
足
で
描
写
し
た
図
説
日
本
医
事
略
史
と
も
い
う

べ
き
も
の
で
あ
る
。

専
門
的
な
立
場
か
ら
み
る
と
、
各
章
、
各
項
を
、
そ
の
専
門
分
野
の

医
史
学
者
か
ら
、
粗
稿
の
段
階
で
目
を
通
し
て
も
ら
っ
て
あ
れ
ば
、
よ

り
精
度
の
高
い
著
作
と
し
て
仕
上
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ブ
（
》
Ｏ

こ
れ
だ
け
の
大
著
で
あ
れ
ば
、
人
名
、
事
項
に
つ
い
て
の
総
合
索
引

と
、
医
跡
の
分
布
地
図
が
望
ま
し
か
っ
た
。
巻
頭
の
カ
ラ
ー
図
版
は
そ

の
選
択
も
よ
い
・

日
本
の
医
学
の
自
立
を
焦
点
に
お
き
、
独
力
で
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
た

努
力
に
は
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
。
医
史
学
に
多
少
と
も
興
味
を
持

つ
医
師
、
医
学
生
に
と
っ
て
は
、
格
好
の
入
門
吉
と
も
、
医
歯
薬
関
係

史
蹟
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
も
あ
る
と
言
え
る
。
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本
書
の
中
心
人
物
室
賀
録
郎
は
明
治
九
年
東
京
医
学
校
を
卒
業
し
、

同
校
助
教
と
な
っ
た
。
十
二
年
た
ま
た
ま
録
郎
の
担
当
患
者
を
見
舞
に

来
た
江
原
素
六
駿
東
郡
長
（
の
ち
貴
族
院
議
員
）
に
そ
の
博
識
を
認
め
ら

れ
、
ち
ょ
う
ど
駿
東
病
院
で
院
長
を
探
し
て
い
た
の
で
、
時
の
大
学
医

学
部
綜
理
心
得
長
與
專
斉
に
懇
望
し
、
録
郎
の
承
諾
も
得
て
駿
東
病
院

の
院
長
と
し
て
赴
任
し
て
貰
っ
た
。

本
書
は
室
賀
の
家
系
、
室
賀
録
郎
と
沼
津
の
病
院
経
営
、
後
継
者
ｌ

土
屋
国
太
、
医
学
に
貢
献
す
る
室
賀
一
族
の
四
章
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、

著
者
が
最
も
力
を
注
い
だ
の
は
第
二
章
室
賀
録
郎
と
沼
津
の
病
院
経
営

と
思
う
。
録
郎
が
沼
津
に
赴
任
す
る
と
、
名
声
を
き
き
つ
け
て
、
四
方

か
ら
患
者
が
集
ま
っ
た
。
ま
た
駿
東
郡
全
体
の
公
立
病
院
と
し
て
、
沼

津
だ
け
で
な
く
、
御
殿
場
、
佐
野
、
静
浦
等
に
も
分
院
あ
る
い
は
出
張

所
を
設
け
た
、
こ
の
章
で
は
東
京
の
大
学
と
地
方
医
療
に
つ
い
て
か
な

り
く
わ
し
く
述
べ
て
い
る
。

録
郎
は
寡
黙
・
温
厚
篤
実
で
し
か
も
丁
寧
親
切
で
あ
っ
た
。
ま
た
生

地
小
諸
の
親
戚
の
人
達
に
も
同
様
で
あ
っ
た
の
で
、
小
諸
か
ら
出
て
来

て
厄
介
に
な
っ
た
人
も
多
か
っ
た
。
著
者
定
信
氏
は
早
大
を
卒
業
し
満

（
擶
原
宏
）

〔
大
空
社
・
東
京
都
北
区
赤
羽
二
’
三
六
’
一
二
、
電
話
○
三
’
三
九
○
二

’
二
七
三
一
、
平
成
五
年
十
月
刊
、
上
巻
四
四
五
ペ
ー
ジ
、
下
巻
二
七
一

ペ
ー
ジ
、
四
八
、
○
○
○
円
〕

室
賀
正
信
著
「
沼
津
・
室
賀
病
院
ｌ
医
系
家
族
百
年
の
記
録
Ｉ
」

鉄
調
査
部
に
勤
務
の
の
ち
、
東
京
海
上
火
災
の
常
務
取
締
を
つ
と
め
、

の
ち
大
来
佐
武
郎
（
元
外
相
）
ら
と
綜
合
研
究
所
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
共
に
創

設
し
て
い
る
。
そ
の
父
は
録
郎
の
甥
で
、
陸
軍
士
官
学
校
卒
、
日
露
戦

争
に
も
従
軍
し
た
が
、
大
正
六
年
当
時
の
軍
縮
政
策
の
た
め
少
佐
で
退

役
と
な
り
、
同
年
録
郎
を
た
よ
っ
て
、
室
賀
病
院
に
入
り
事
務
を
担
当

し
た
。第

三
章
で
は
後
継
者
土
屋
国
太
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
。
彼
は
長
野

県
沓
掛
（
現
中
軽
井
沢
）
の
生
れ
で
、
小
諸
の
医
師
佐
野
義
質
の
紹
介
で

録
郎
を
紹
介
さ
れ
て
、
沼
津
に
出
て
沼
津
中
学
を
卒
業
し
た
。
録
郎
は

国
太
を
我
が
子
の
よ
う
に
可
愛
が
っ
て
面
倒
を
み
た
。
明
治
四
十
五
年

国
太
が
京
都
府
立
医
専
を
卒
業
す
る
と
、
録
郎
の
長
女
栄
子
の
夫
貰
繁

の
勤
め
る
台
湾
総
督
府
付
属
病
院
内
科
に
就
職
し
、
の
ち
外
科
に
転
じ
、

外
科
医
と
し
て
の
修
業
を
し
た
。

大
正
三
年
台
湾
か
ら
帰
っ
た
国
太
は
室
賀
病
院
に
移
り
、
四
年
録
郎

に
代
っ
て
院
長
に
就
任
し
た
・
そ
の
前
録
郎
は
駿
東
病
院
長
を
退
職
し
、

私
立
室
賀
病
院
を
経
営
し
て
い
た
。
国
太
は
侠
気
の
あ
る
人
望
家
と
し

て
、
病
院
の
発
展
に
壷
す
と
と
も
に
、
町
民
の
爲
に
い
ろ
い
ろ
と
努
力

し
た
。著

者
定
信
氏
は
少
年
時
代
、
こ
の
室
賀
病
院
の
一
族
で
あ
る
室
賀
・

土
屋
の
子
供
た
ち
と
親
し
く
遊
ん
だ
が
、
そ
の
思
い
出
が
随
所
に
書
か

れ
て
い
る
。

二
度
に
渡
る
大
火
災
と
空
襲
に
よ
っ
て
、
室
賀
病
院
は
今
は
な
く
、

資
料
等
も
烏
有
に
帰
し
た
の
で
、
詳
し
い
事
は
不
明
だ
が
、
記
憶
に
よ

れ
ば
沼
津
一
、
二
の
病
院
で
あ
っ
た
。
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